
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
開閉自在に設けられたクリップと上記クリップを閉じた状態に保持するためのクリップ閉
じ部材とがシースの先端部分に配置され、上記シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置
された牽引部材を手元側から牽引操作することにより、上記クリップから後方に延出配置
されて上記牽引部材に連結された連結部材が上記シースの先端部分内に引き込まれて上記
クリップが開いた後に閉じ、その閉じ状態が上記クリップ閉じ部材により保持されて、上
記クリップと上記連結部材との連結状態が解除されるように構成された内視鏡用クリップ
装置において、
　

　上記連結部材が上記シースの先端部分内の一定範囲より奥に入り込むのを規制するため
の連結部材侵入規制手段 設け ことを特徴とする内視鏡用クリップ装置。
【請求項２】
上記連結部材侵入規制手段が、上記連結部材に対して連結される上記牽引部材の先端部分
又はその近傍部分に設けられている請求項 載の内視鏡用クリップ装置。
【請求項３】
上記連結部材侵入規制手段が、上記シースによって形成されている請求項 載の内視鏡
用クリップ装置。
【発明の詳細な説明】
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上記連結部材が紐状体であって、上記牽引部材で牽引されることにより、上記クリップ
を上記クリップ閉じ部材で閉じた状態に保持した後に切断されるようになっていて、

が られている

１記

１記



【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通して使用されて、体内の止血、結紮或い
はマーキング等を行うためにクリップを閉じた状態で体内に留置する内視鏡用クリップ装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡用クリップ装置は一般に、開閉自在に設けられたクリップとそのクリップを閉じた
状態に保持するためのクリップ閉じ部材とが、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱され
るシースの先端部分に配置されている。
【０００３】
そして、シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを手元側から牽引操
作することにより、クリップから後方に延出配置されて操作ワイヤに連結された紐状体等
からなる連結部材がシースの先端部分内に引き込まれ、それによってクリップが開いた後
に閉じてその閉じ状態がクリップ閉じ部材により保持される。
【０００４】
その状態になると、操作ワイヤの牽引力によって紐状体が切れる等してクリップと連結部
材との連結状態が解除され、クリップ閉じ部材によって閉じ状態が保持されたクリップが
、シースから分離されて体内に留置される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述のような従来の内視鏡用クリップ装置においては、クリップが留置された後に、クリ
ップとの連結状態が解除された連結部材がシース内に奥まで入り込んでしまう場合があり
、その状態のチェックとメンテナンスが常日頃から必要で、管理が面倒であった。
【０００６】
そこで本発明は、クリップとの連結状態が解除された連結部材がシース内に一定以上入り
込むことのないようにして、日常のメンテナンスを簡素化することができる内視鏡用クリ
ップ装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用クリップ装置は、開閉自在に設けられたク
リップとクリップを閉じた状態に保持するためのクリップ閉じ部材とがシースの先端部分
に配置され、シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された牽引部材を手元側から牽引
操作することにより、クリップから後方に延出配置されて牽引部材に連結された連結部材
がシースの先端部分内に引き込まれてクリップが開いた後に閉じ、その閉じ状態がクリッ
プ閉じ部材により保持されて、クリップと連結部材との連結状態が解除されるように構成
された内視鏡用クリップ装置において、連結部材がシースの先端部分内の一定範囲より奥
に入り込むのを規制するための連結部材侵入規制手段を設けたものである。
【０００８】
なお、連結部材が紐状体であって、牽引部材で牽引されることにより、クリップをクリッ
プ閉じ部材で閉じた状態に保持した後に切断されるようになっていてもよい。
【０００９】
また、連結部材侵入規制手段が、連結部材に対して連結される牽引部材の先端部分又はそ
の近傍部分に設けられていてもよく、連結部材侵入規制手段が、シースによって形成され
ていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は内視鏡用クリップ装置の全体構成を示しており、例えば四フッ化エチレン樹脂チュ
ーブ又は超弾性合金管等からなる可撓性の外套管２の先端部分にクリップ１が配置されて
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いる。
【００１１】
図２においては、クリップ１は基端寄りの部分が外套管２の先端内に収容されていて、あ
る程度開いた状態の腕部１ａとその各先端に内方に向かって突出形成された先端爪部１ｄ
とが見えている。
【００１２】
図示されていない内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱される外套管２は、例えばステン
レス鋼線を一定の径で密着巻したコイルパイプからなる可撓性シース７に緩く被嵌されて
おり、軸線方向に進退自在である。
【００１３】
可撓性シース７の基端に連結された操作部２０には、端部に指掛け２２が取り付けられた
本体軸２１に対して、操作ワイヤ３（牽引部材）の基端が連結されたスライダー２３がス
ライド自在に取り付けられ、操作ワイヤ３を軸線方向に牽引操作することができるように
なっている。
【００１４】
また、外套管２の基端筒状体２４が本体軸２１に対して独立してスライド自在に配置され
ており、基端筒状体２４に突設された送水注入口金２５から外套管２内に送液することが
できるようになっている。
【００１５】
図１は、クリップ１が閉じられて外套管２に引き込まれた状態の内視鏡用クリップ装置の
先端部分を示している。クリップ１は、例えばバネ用ステンレス鋼板等を曲げて一つなが
りに形成されていて、基端部１ｂにおいて互いにつながっている３個の腕部１ａが相互に
交差することなく放射状に開閉自在に均等の間隔（即ち、略１２０°間隔）に配置されて
いる。
【００１６】
各腕部１ａの基端寄りの位置には、内方に括れた括れ部１ｃ１の直後の部分に円弧状に外
方に膨んだ膨出部１ｃ２が形成された開閉駆動部１ｃが形成されており、開閉駆動部１ｃ
を変形させることにより腕部１ａが開閉する。
【００１７】
そして、操作部２０に配置された前述のスライダー２３によって軸線方向に進退操作され
る操作ワイヤ３（牽引部材）が外套管２の軸線位置に配置されていて、その先端には、ク
リップ１から後方に延出するクリップ連結ワイヤ５に対して係脱させることができるクリ
ップ連結フック４が固着されている。
【００１８】
クリップ連結フック４は、後側半部に操作ワイヤ３の先端が半田付け等によって連結固着
され、先側半部の側面部分に凹んで形成された凹部４ａに紐状のクリップ連結ワイヤ５（
連結部材）を係脱させることができるようになっている。
【００１９】
この実施例のクリップ連結ワイヤ５は、柔軟性のある一本の紐状ワイヤの両端部分を束ね
て結束パイプ５ａ内に差し込み、そこで一体に固着することにより環状に形成されている
。
【００２０】
クリップ連結フック４の後側半部は、可撓性シース７の内面との間の最大隙間がクリップ
連結ワイヤ５の線径より小さく形成されて、可撓性シース７内のそれより奥の部分内にク
リップ連結ワイヤ５が入り込むのを規制する連結部材侵入規制手段４０になっている。
【００２１】
６は、クリップ１の膨出部１ｃ２を外面側から押さえ付けて変形させるためのクリップ閉
じリング（クリップ閉じ部材）であり、可撓性シース７の最先端部分に固着されたリング
受け筒８に対して前方から係脱自在に配置されている。
【００２２】
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また、クリップ１の開閉駆動部１ｃから基端部１ｂにかけて、腕部１ａの内側にはクリッ
プ芯金９が内挿配置されている。クリップ芯金９は、括れ部１ｃ１の内側に位置する部分
が細い円柱状に形成され（細径部９ａ）、それより後方部分が、括れ部１ｃ１部分を通過
できない太い円柱状に形成されていて、クリップ１の腕部１ａの内側から抜け出ないよう
になっている。
【００２３】
このように構成された内視鏡用クリップ装置のクリップ１部分は、図３に示されるように
、クリップ連結ワイヤ５、クリップ閉じリング６及びクリップ芯金９と共に一つのユニッ
トを構成している。
【００２４】
クリップ連結ワイヤ５は、クリップ１の基端部１ｂとクリップ芯金９の後端面との間に緩
く通されて後方に延出しており、クリップ閉じリング６はクリップ１の基端部１ｂの外面
に被嵌されて摩擦力によりそこに係止されている。
【００２５】
そして使用時には、図１に示されるセッティング状態から外套管２を後方に退避させ、そ
れから操作ワイヤ３を操作部２０側に牽引すると、図４に示されるように、クリップ１の
膨出部１ｃ２がクリップ閉じリング６内に引き込まれて変形することにより腕部１ａが大
きく開く。
【００２６】
次いで、操作ワイヤ３をさらに強く操作部２０側へ牽引すれば、図５に示されるように、
クリップ１の腕部１ａの拡がり部分の一部がクリップ閉じリング６内に引き込まれた状態
になって窄められ、各腕部１ａの先端の先端爪部１ｄが患部を包み込む状態に粘膜に突き
刺さる。
【００２７】
この実施例のクリップ連結フック４には、クリップ連結ワイヤ５に強く押し付けられるこ
とによりクリップ連結ワイヤ５を切断する鋭角部４ｂが形成されており、操作ワイヤ３を
操作部２０側に牽引操作する一連の操作の最後に、クリップ連結ワイヤ５がクリップ連結
フック４の鋭角部４ｂに強く押し付けられて切断される。
【００２８】
そのようにして切断されたクリップ連結ワイヤ５は、図６に示されるように、クリップ連
結フック４で引っ張られることによってクリップ１から外れ、図７に示されるように可撓
性シース７の先端部分内に引き込まれる。
【００２９】
しかし、クリップ連結フック４の後半部分が可撓性シース７の内面との間にクリップ連結
ワイヤ５を通すだけの隙間を形成しない連結部材侵入規制手段４０になっているので、ク
リップ連結ワイヤ５がクリップ連結フック４を越えて可撓性シース７の奥まで入り込む状
態にはならない。
【００３０】
したがって、クリップ連結フック４を可撓性シース７の先端から突き出させるように操作
ワイヤ３を操作部２０側から押し込み操作することによって、クリップ連結ワイヤ５をク
リップ連結フック４から確実に取り外すことができる。
【００３１】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図８に示されるように、可
撓性シース７の内面との間にクリップ連結ワイヤ５が入り込むだけの隙間を形成しない連
結部材侵入規制手段４０を独立した部材で形成して、クリップ連結フック４の後側近傍に
おいて操作ワイヤ３に固着してもよく、図９に示されるように、そのような連結部材侵入
規制手段４０を利用して操作ワイヤ３を連結しても差し支えない。
【００３２】
また、図１０に示されるように、操作ワイヤ３を基端側から先端近傍まで太い径に形成し
てそれを連結部材侵入規制手段４０にしてもよい。４１は、ワイヤどうしを連結している
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ロー付け部分である。
【００３３】
また、図１１に示されるように、可撓性シース７の先端付近より後方の内径を小さくして
、クリップ連結フック４の内面との間にクリップ連結ワイヤ５が通る隙間ができない連結
部材侵入規制手段４０にしてもよい。
【００３５】
【発明の効果】
本発明によれば、クリップから後方に延出配置されて牽引部材に連結された連結部材がシ
ースの先端部分内の一定範囲より奥に入り込むのを規制するための連結部材侵入規制手段
を設けたことにより、クリップとの連結状態が解除された連結部材がシース内に一定以上
入り込まないので、シース内への連結部材のもぐり込みを一々チェックする必要がなくな
り、日常のメンテナンスを大幅に簡素化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置の全体構成を示す外観図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップ部分のユニットの平面
部分断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップの開閉動作における開
状態を示す側面断面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリップの開閉動作における閉
状態を示す側面断面図である。
【図６】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後の動作を示す側
面断面図である。
【図７】本発明の第１の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後のシース内の状
態を示す側面断面図である。
【図８】本発明の第２の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後のシース内の状
態を示す側面断面図である。
【図９】本発明の第３の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後のシース内の状
態を示す側面断面図である。
【図１０】本発明の第４の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後のシース内の
状態を示す側面断面図である。
【図１１】本発明の第５の実施例の内視鏡用クリップ装置のクリッピング後のシース内の
状態を示す側面断面図である。
【符号の説明】
１　クリップ
１ａ　腕部
２　外套管
３　操作ワイヤ（牽引部材）
４　クリップ連結フック
５　クリップ連結ワイヤ（連結部材）
５ａ　結束パイプ
６　クリップ閉じリング（クリップ閉じ部材）
７　可撓性シース
２０　操作部
４０　連結部材侵入規制手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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